
歳
出
を
グ
ラ
フ
１
の
目
的
別
で
み

る
と
、
前
年
度
と
同
様
に
最
も
多
い

の
が
、
公
債
費
の
11
億
７
４
２
３
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
２
・
５
％
増
え

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
民
生
費
の
９

億
６
４
５
２
万
円
（
対
前
年
度
１
・

８
％
減
）、
総
務
費
の
８
億
７
６
０

万
円
（
同
７
・
８
％
増
）
の
順
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
て
、
最
も
減
額

の
要
因
と
な
っ
た
科
目
は
、
災
害
復

旧
費
、
次
い
で
土
木
費
、
農
林
水
産

業
費
に
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
2
の
性
質
別
で
み
る
と
、

最
も
多
い
の
は
人
件
費
の
12
億
３
６

７
７
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４
７
２

９
万
円
（
３
・
７
％
）
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
議
員
や
町
三
役
、
職

員
の
報
酬
・
給
料
の
削

減
、
職
員
数
の
抑
制

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
多
い
公
債
費

は
、
平
成
19
年
度
が

返
済
の
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
後
は
徐
々
に
減

る
見
込
み
で
す
。

町
の
財
政
力
に
対

し
、
借
金
の
額
が
健

財
政
用
語
ミ
ニ
解
説

歳
入

▼
町
税
…
町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
▼
地
方
交
付

税
…
町
の
財
政
力
に
応
じ
、
国
か
ら
配

分
さ
れ
る
お
金
▼
町
債
…
事
業
を
行
う

と
き
に
国
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
▼
国

庫
・
県
支
出
金
…
町
の
事
業
に
対
し
、

国
や
県
か
ら
負
担
金
・
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
お
金
▼
自
主
財
源
…
町
税

な
ど
町
が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
お
金
▼
依
存
財
源
…
国
や
県
の
支

出
金
や
町
債
と
し
て
借
り
る
お
金
▼
自

主
財
源
比
率
…
収
入
全
体
に
占
め
る
自

主
財
源
の
割
合

歳
出

▼
総
務
費
…
全
般
的
な
事
務

経
費
や
財
産
管
理
費
、
積
立
金
な
ど
▼

民
生
費
…
老
人
や
児
童
な
ど
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
う
お
金
▼
衛
生
費
…
病
気

予
防
な
ど
の
検
診
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
に

使
う
お
金
▼
農
林
水
産
業
費
…
農
道
や

林
道
整
備
、
農
林
業
の
振
興
に
使
う
お

金
▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
や
観
光

開
発
な
ど
に
使
う
お
金
▼
土
木
費
…
町

道
や
河
川
な
ど
の
整
備
に
使
う
お
金
▼

教
育
費
…
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど

に
使
う
お
金
▼
公
債
費
…
町
債
の
返
済

に
向
け
る
お
金

全
か
ど
う
か
を
み
る
公
債
費
比
率
は

19
・
８
％
で
、
前
年
度
よ
り
少
し
改

善
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
危
険

ラ
イ
ン
に
近
い
状
態
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
災
害
関
連
事
業

や
災
害
復
旧
事
業
が
の
大
半
が
完
了

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設

事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
と
も
大

幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
全
体
で
は
、
事
業
費
の
重
点

配
分
や
経
費
の
節
減
な
ど
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
効
率
的
な
予
算
執

行
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
方
交
付
税
が
減
ら
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」
の
継
続

が
必
要
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

53億円の使い道

〔７〕平成18年10月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成18年10月１日〔６〕

平
成
17
年
度
一
般
会
計

町
の
決
算

前
年
度
よ
り
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
が

り
ま
し
た
。
使
用
料
（
町
営
住
宅
な

ど
）
や
手
数
料（
戸
籍
証
明
な
ど
）、

分
担
金
・
負
担
金
（
保
育
料
な
ど
）

は
、
合
わ
せ
て
１
億
４
９
０
６
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
２
８
０
万
円
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
火
葬
場
使
用
料

や
飲
料
水
供
給
施
設
使
用
料
（
水
道

料
）、
ご
み
処
理
の
手
数
料
な
ど
の

料
金
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
自
主
財
源
総
額
は
、
10
億

６
７
９
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
７
３

４
６
万
円（
６
・
８
％
）減
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
全
体
で
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平

成
11
年
度
に
比
べ
る
と
、
27
億
５
７

７
１
万
円
（
33
・
３
％
）
減
っ
て
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
の
本
格
的
な
改

革
は
、
来
年
度
か
ら
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
交
付
税
や
国
・
県
補
助
金
等

の
減
額
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
財

源
確
保
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。

与
え
る
影
響
な
ど
を
考
慮
し
た
国
の

方
針
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
減
額
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
は
合
わ

せ
て
７
億
５
８
７
７
万
円
。
前
年
度

よ
り
５
億
６
９
７
９
万
円
（
42
・
９

％
）
の
大
幅
な
減
と
な
り

ま
し
た
。
災
害
復
旧
事
業

費
関
連
の
国
庫
支
出
金
の

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
債
は
４
億
６
５
８
０

万
円
で
、
町
道
整
備
へ
の

国
庫
補
助
事
業
導
入
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
前

年
度
よ
り
１
億
５
４
４
０

万
円
減
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は
、
町
税
が

前
年
度
よ
り
２
１
６
万
円

少
な
い
４
億
９
０
１
４
万

円
。
徴
収
率
は
一
般
会
計

全
体
で
93
・
２
％
と
な
り
、

歳
入
で
最
も
多
い
の
が
地
方
交
付

税
の
30
億
３
６
６
１
万
円
。
前
年
度

よ
り
３
３
７
５
万
円
の
増
と
な
り
、

歳
入
全
体
の
55
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

削
減
の
流
れ
の
中
で
、
地
方
財
政
に

一
般
会
計
の
収
支
は
、
歳
入
が
55
億
２
１
２
６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

７
億
５
８
０
０
万
円（
12
・
１
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
53
億

７
８
９
２
万
円
で
前
年
度
よ
り
７
億
５
０
９
８
万
円
（
12
・
３
％
）
の
減

と
な
り
、
１
億
４
２
３
４
万
円
の
剰
余
金
を
18
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

決
算
額
が
前
年
度
に
比
べ
て
減
っ
た
の
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
準
用
河
川

土
谷
川
筋
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
費
や
そ
の
関
連
事
業
が
最
終
年
度
と
な

り
、
事
業
費
が
前
年
度
の
４
割
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

みんなの力でまちづくり

歳入の内訳�

町税�
4億9,014万円�
（8.9％）�

その他の自主財源�
5億1,665万円�
（9.3％）�

地方交付税�
30億3,661万円�
（55.0％）�

県支出金�
3億5,174万円�
（6.4％）�

町債�
4億6,580万円�
（8.4％）�

国庫支出金�
4億703万円�
（7.4％）�

その他の依存財源�
2億5,329万円�
（4.6％）�

総　額�
55億2,126万円�

自主財源自主財源�
1010億679679万円万円�
（18.218.2％）％）�

自主財源�
10億679万円�
（18.2％）�

依存財源　45億1,447万円�
（81.8％）�

歳
入

地
方
交
付
税

歳
入
全
体
の
55
％

53億円の使い道
平成17年度決算が9月定例議会で認定されました。一般会計

当初予算は国の「三位一体改革」の影響を受け、町の中期財政

見通しの財源不足を踏まえて「歳入に見合った歳出予算」を基

本に編成したものです。予算がどのように使われたのか、一般

会計を中心にあらましをお知らせします。

歳出の性質別内訳�

人件費�
12億3,677万円�
（23.0％）�

総　額�
53億7,892万円�

公債費�
11億7,421万円�
（21.8％）�

補助費�
6億7,599万円�
（12.6％）�

普通建設事業費�
6億5,644万円�
（12.2％）�

物件費�
5億6,942万円�
（10.6％）�

扶助費�
2億9,252万円�
（5.4％）�

災害復旧事業費�
1億2,794万円�
（2.4％）�

その他の経費�
6億4,563万円�
（12.0％）�

〔グラフ2〕�

歳出の目的別内訳�

公債費�
11億7,423万円�
（21.8％）�

民生費�
9億6,452万円�
（17.9％）�

総務費�
8億760万円�
（15.0％）�

農林水産業費�
5億2,333万円�
（9.7％）�

衛生費�
5億1,388万円�
（9.6％）�

土木費�
4億9,907万円�
（9.3％）�

教育費�
4億2,524万円�
（7.9％）�

災害復旧事業費�
1億2,794万円�
（2.4％）�

その他�
3億4,311万円�
（6.4％）�

総　額�
53億7,892万円�

〔グラフ1〕�

歳
出

公
債
費

歳
出
全
体
の
22
％

※金額は、１万円未満を四捨五
入。地方財政状況調査による数
値です。

17年度の主な事業

蜷準用河川土谷川筋河川等災害

関連工事17,988万円蜷災害復旧

工事（道路・河川）12,008万円

蜷町道椛の木土谷川線道路改良

工事7,780万円蜷清掃センター機

器類改修整備工事3,993万円蜷町

道坂待屋鷹ノ巣線道路改良舗装

工事2,261万円蜷ふるさと農道佐

野平線整備工事2,252万円蜷町道

田子星野線道路改良工事2,442万

円蜷町道根地戸線道路舗装工事

1,430万円蜷木質バイオマス導入

可能性調査業務484万円蜷新エ

ネルギー導入事業費補助金184

万円蜷養護老人ホーム「鐚葉荘」

指定管理料6,999万円

※公債費の目的別と性質別の金額は分類上の理由により合致しません


